
製造業



２．エコキャップ活動と廃プラゴミ袋使用（株式会社清光社）

取組について１枚でわかるような写真・図

該当するSDGs目標
（３つまで）

弊社が清掃管理を行っているビルでの、ゴミ袋を廃
プラ99％から製造している「FUROSHIKI」を採用し、
今まで、分別していなかったペットボトルを3分別（
ボトル、キャップ、ラベル）収集を開始した。

かながわプラごみゼロ宣言を行い、普段何気なく捨て
ているゴミに着目し、弊社が清掃管理しているビルで
のビルオーナー、利用者に協力を求めた。

企業規模：中小企業／業種：サービス業-ビルメンテナンス業／地域：横浜地域・湘南地域

各ゴミ置場にエコキャップ専用回収箱の設置、利用
者に3分別のお願い掲示と資料を作成し、配布した
。利用者も分別してくれるようになった。

取組の概要 取組を始めた動機・課題

解決に向けた具体策と成果



３．レモンを捨てるところなく使い切る（株式会社ＭＵＲＯＮＥ）

該当するSDGs目標
（３つまで）

・日本人が大切にしてきた「もったいない」精神。

・食品廃棄物のレモンの搾りかすなどを原材料にし、

食器などに加工。

・プラスチック製食器の代替えによる脱プラに

貢献する。

・弊社が運営する飲食店にて廃棄するレモンの絞りか
すを何かに使えないかと日頃悩んでいたところ、「
100%食品廃棄物から作る新素材」技術を保有するFabula
様と出会い、弊社の持つ金属加工技術との合わせ技で
開発を始めた。

企業規模：中小企業／業種：製造業・金属加工業／地域：横浜地域

・食器に耐えうる強度を確保するのに試行錯誤を繰
り返した。その結果、レモン以外にコーヒー抽出か
すや、セロリ、酒かすなどの材料でも成功。

・今後は新たな材料にチャレンジするとともに、大
型化や耐久性UPに向け誠意開発を進め、商品化に
つなげたい。

取組の概要 取組を始めた動機・課題

解決に向けた具体策と成果

「乾燥」→「粉砕」→「熱圧縮」

新鮮な

レモン

美味しい

レモネード
レモンの皮 お猪口



４．ファンケル神奈川SDGs講座（株式会社ファンケル）

取組について１枚でわかるような写真・図

該当するSDGs目標
（３つまで）

神奈川県内の子どもたちを対象に、単発講座・長期
講座・夏休み講座の３つの講座を実施。商品の共同
開発やワークショップなどの体験を通じて、SDGsの
大切さを考えるキッカケを提供している。講師は当
社社員を中心にこの活動に賛同した企業・団体が務
める。■対象＝小学生、中学生、高校生

コロナ禍をきっかけに、地域社会との繋がり方の見直
しを実施。2021年から「地域の子どもたちへ、地元の

企業としてもっと何かできることはないだろうか。」
と考え、神奈川県内の子どもたちへ「ファンケル 神奈
川SDGs講座」を開始。世界的な重要テーマであるSDGs
の推進および若年層への啓発活動を行っている。

企業規模：大企業／業種：製造／地域：神奈川県

2021年度は、単発講座12回、長期講座9回、夏休み講
座1回実施し、約2,250名の子どもたちへ講座を実施す

ることができた。プラスチック問題や、食品ロスなど
の講義を通し、「身近なことから自分も取り組めると
思った」「未来のために、今自分の行動を変えること
が大切だと感じた。」などの感想があがっている。

取組の概要 取組を始めた動機・課題

解決に向けた具体策と成果



５．地域や従業員、地球環境に配慮し自然体で取り組んできた事が、
まさにSDGsそのものであった。（ニッパ株式会社）

取組について１枚でわかるような写真・図

該当するSDGs目標
（３つまで）

時代の変化に順応するため、地球環境や地域への貢
献、働く従業員に配慮した多くの取組の結果、地域
のイノベーション企業のモデルとして様々な方面か
ら注目され、地域経済の発展に貢献。社内的にも、
女性や障害者、高齢者など誰もが働きやすいノーマ
ライゼーション環境を永きにわたり実現。

60年以上にわたり地域に根ざし支えられてきた企業と

して、「社員に長く働いてもらうには？」「時代の移
り変わりの中で求められるニーズに対応するには？」
を常に考え、ISO認証取得や働き方改革をはじめ様々な
取組に挑戦する必要性を感じていた。

企業規模：中小企業／業種：パルプ・紙・紙加工品製造業／地域：横浜

生産に必要な製造仕様書（図面）をタブレット使用
によりペーパーレス化。紙の使用量を20％削減、処
分量を10％削減。さらに作業工程の見える化により

異なる部門間での共有を可能に。社内外での様々な
研修や多能職による柔軟な働き方、独自の評価制度
などを採り入れ常に変化を続けてきた。

取組の概要 取組を始めた動機・課題

解決に向けた具体策と成果



該当するSDGs目標
（３つまで）

６．地域課題を食で解決！東山田シェアご飯（株式会社スリーハイ）

取組について１枚でわかるような写真・図

当地域は横浜市都筑区に準工業地域です。工場から
出る廃棄食材、隣接する農家の規格外の野菜、寄付
食材などを使って「生きづらさ」を抱えている方々
にお弁当を提供しています。お弁当は住民の方々が
作っており、その名も「東山田シェアご飯」です。
当社の工場カフェ「DEN」のキッチンで使って展開
しています。

青葉区でシェアご飯を既に取り組んでいる方の話を聞
き、都筑区でも展開できないかと思い、スタートさせ
ました。何らかの事情により生活がお困りの方を対象

にしています。みえづらい課題のため、地域でビラ配
りをしたりするなど継続的な活動が重要だと思ってい
ます。

企業規模：中小企業／業種：製造業-産業用電熱部品製造／地域：横浜地域

地域全体の取り組みとするため、ボランティアではな
く関わる皆さんが何かしらのベネフィットが得られる
仕組みにしました。地元小学校ともコラボレーション
しており少しずつ認知されるようになりました。まさ
に東山田のエコシステムといえます。一企業だけでな
く地域全体でSDGsに取り組んでいるのが特徴です。

取組の概要 取組を始めた動機・課題

解決に向けた具体策と成果



７．イベントでSDGs （（株）ペッププランニング）

イベントの現場において、ゴミの大量廃棄や食材の
無駄使い、食器類の使い捨て、電源の大量消費、

水の無駄使い、などを感じている。ゴミの分別や配
電配水の効率化によりSDGs対応が経費を抑える役割

も持つことを社員が常に意識することを心掛けてい
る。

企業規模：中小企業／業種：イベント企画制作／地域：神奈川県

取組の概要 取組を始めた動機・課題

解決に向けた具体策と成果

多くの参加者が集うイベント会場において、皆が同じ
目的意識を持つにはどうしたらできるのかを考えた
のがきっかけである。以後、世の中の流れがこちらに
傾いてきており実行ステップが上がることを期待する。

イベント運営マニュアルにゴミ分別や減量対策、
節電節水などを意識的に記入するように
なった。現場でもゴミステーションを設置して
参加者が分別回収に協力してくれるようになった。
次は脱炭素など使う側の問題意識改革かもしれない。

該当するSDGs目標
（３つまで）



２３．地域連携による次世代教育（株式会社富士通ゼネラル）

取組について１枚でわかるような写真・図

該当するSDGs目標
（３つまで）

川崎市立末長小学校へ各学年へ年１回以上出前授業
などの連携を行っている。海外とオンラインで繋い
で現地人との国際交流、エアコンに関する簡易実験
、エアコン解体体験、実業団水泳選手による水泳授
業、支援級父兄対象の障がい者雇用現場見学会など
費用をかけず既存の人材・コンテンツを活用してい
る。

理系離れ、ものづくり体験が少なくなる中で次世代教
育を行いものづくりは「楽しい」と思ってもらい、も
のづくりに興味を持つ子ども達を増やしたいという思
いで始めた。今後同様取組を更に他校などへも展開し
たいと考える。

企業規模：大企業／業種：製造業ー電気機器／地域：神奈川県川崎市

子ども達や教員から感謝され地域貢献に繋がってい
る。また子ども達へ教えるという通常業務で体験す
ることが出来ないことが若手社員への教育に繋がっ
ている。他校への展開には社内の更なる協力体制を
構築していく必要がある。

取組の概要 取組を始めた動機・課題

解決に向けた具体策と成果



２４．健康 x 脱炭素ワークショップの開催（株式会社富士通ゼネラル）

該当するSDGs目標
（３つまで）

“笑顔のあふれる街づくり”に向け、健康 x 脱炭素社

会をﾃｰﾏに、川崎市と共に地域住民・大学生の皆様と
議論する場を設けました。誰もが関心のあるﾃｰﾏを年
代関係なく自由な雰囲気で話し合える様、ｶﾌｪにいる
雰囲気で健康、脱炭素の必要性についてｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶ
ｯｼｮﾝし、発表を行いました。

川崎市、当社がそれぞれで行ってきた健康経営、脱炭
素社会の実現という目標について、地域住民の方々や
これからの時代を担う学生の皆様の関心も高まってき
ており、一体となった行動変容を促すことで、“いきい
きとした街づくり”を実現出来るものと考えたこと。

企業規模：大企業／業種：製造業 - 電気機器製造業／地域：神奈川県川崎市

普段の生活の中で健康、脱炭素に対し意識している
内容や疑問をそれぞれが持ってはいましたが、話す
機会も無く、行動変容までは至らなかったが、議論
する機会を得て、積極的な意見も目立ち、当社を通
して世代交流が深まる場にもなりました。当社活動
も紹介出来、企業価値向上の一役も担えました。

取組の概要 取組を始めた動機・課題

解決に向けた具体策と成果



２５．神奈川大学でのワールドカフェ実施（株式会社富士通ゼネラル）

該当するSDGs目標
（３つまで）

「いきいき、わくわくする神奈川大学経営学部とは
？それに近づくには何をするか？」をﾃｰﾏに神奈川大
学健康経営論の授業の一環としてﾜｰﾙﾄﾞｶﾌｪを開催し
ました。参加した学生が対面での開催、議論を通じ
、学生生活がより有意義なものとなるよう、意見交
換、コミュニケーションが取れる場を設けました。

当社の企業理念の実践として進めている「ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙ経営
」の推進に於いて、健康経営は大きな課題、柱となっ
ており、当社従業員のみならず、産学官一体となった
取組みにも貢献することが、いきいきとした社会づく
り、企業価値の向上に繋がると考えたから。

企業規模：大企業／業種：製造業 - 電気機器製造業／地域：神奈川県川崎市

未来を担う学生達に、ﾜｰﾙﾄﾞｶﾌｪ(ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ)形式で議

論する場を設ける事で、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの活性化を促し
、ﾃｰﾏに沿った内容の意見共有してもらう事で、個
々の意見の発信、共感、協調が必要なことを実体験
してもらい、問題解決の方法を学んで貰い、当社か
らも教育面への社会貢献が出来たと考えています。

取組の概要 取組を始めた動機・課題

解決に向けた具体策と成果



２６．「食」を通じた地域社会への貢献とフードロス削減、環境保護推進
（有限会社グリーンフーズあつみ・おつけもの慶）

取組について１枚でわかるような写真・図

該当するSDGs目標
（３つまで）

たった一坪のお店から始めたお店が口コミで評判
となり、皆さまの支持をいただきながら直営店が増
え事業が拡大していく中で見え始めた問題を解決す
ることで、使い捨てプラ容器の使用を年間８５％削
減達成するとともに地産地消の推進や地域産業の活
性、持続性のある共創社会の展開に結びついた。

コロナ課による巣ごもり需要の拡大により、販売商
品の需要と供給増加に伴う使い捨て容器の使用や端材
が増えたこと、また増産に伴う人材確保と育成、生産
性を高めるための設備投資といった課題が見えたこと
がきっかけとなり、取組みを始めた。

企業規模：中小企業／業種：食料品製造・販売／地域：川崎市

再生可能な植物由来原料を含む包材への切替えで環
境負荷を軽減、食品ロスの軽減を目的とした端材活用
による二次商品の開発、そして国籍や性別を問わない
平等な雇用による人材確保と地元異業種企業との共創
による工場設備機器の導入で生産性の向上へ寄与。

取組の概要 取組を始めた動機・課題

解決に向けた具体策と成果



３５．節電と緑化（有限会社馬場製作所）

取組について１枚でわかるような写真・図

該当するSDGs目標
（３つまで）

社内全体の照明をLED化し消費電力が分かる計測器

を設置、見える化により会社全体での節電に取り組
んでいます。また、環境の一環として、社内緑化を
推進、建物の周囲を整備し緑化することで、小さな
一歩から大きな一歩へ、カーボンニュートラル実現
へ向けて前進しています。

社内全体の消費電力を低減するために、はじめに実
行したのが照明のLED化です。環境への配慮を取り組み

へと変化し、消費電力の見える化を図った。それに繋
がる環境への取り組みを推進、緑化を進めるのに苦労
をしています。

企業規模：中小企業／業種：製造業／地域：県央地域

節電の初期費用を予算計画し、効果をあげていま
す。緑化について毎日、女性社員がお手入れをして
コツコツと育て立派な花を咲かせ、観賞用としても
社員のストレス緩和につながることが期待でき、社
員同士のコミュニケーションを図れる場になります
。

取組の概要 取組を始めた動機・課題

解決に向けた具体策と成果



５５．リモート工場見学によるSDGs出前授業（株式会社デコリア）

該当するSDGs目標
（３つまで）

お得意先でSDGsに積極的に取り組む㈱サンゲツ（名

古屋）と㈱デコリアが協同で開催した取組。㈱サン
ゲツ本社の近隣小学校（名古屋市立名古屋小学校）
の校外学習で㈱サンゲツショールーム見学と壁紙工
場リモート工場見学を通して、地域企業・産業の学
びとものづくりにおけるSDGsへの取組を学ぶ企画。

かながわSDGsパートナーとして活動している当社の取
組をみて、㈱サンゲツ様から協力依頼を受けた。

子どもたちでもわかる工場見学、リモートならではの
利点と欠点を考慮し、現地にもスタッフを派遣してリ
アルな体験とコミュニケーションを意識した。

企業規模：中小企業／業種：製造業／地域：県西地域

生活の身近にある会社と商品を知ることで「働く」
ことを学び、工場が取り組むSDGsを知ることで環境

への関心を高めることができた。また、２社のパー
トナーシップで子どもたちの学びの場を創出でき
た。

取組の概要 取組を始めた動機・課題

解決に向けた具体策と成果



５６．おきなわ＆かながわSDGsパートナーのコラボ（株式会社デコリア）

該当するSDGs目標
（３つまで）

おきなわSDGsパートナーの㈱サンゲツ沖縄とかなが
わSDGsパートナーの㈱デコリアがコラボレーション

した取組。㈱サンゲツ沖縄が実施した沖縄県立石嶺
児童園（児童養護施設）のリフォーム支援にかなが
わSDGsパートナーの当工場から生産時に発生する端
材壁紙を提供した。

得意先である㈱サンゲツ沖縄がおきなわSDGsパートナ

ー認定された報を受け、当社とコラボできないか？打
診しZOOMミーティングを重ねて実現した取組。インテ

イリア業界ができることを共に考え取り組んだコラボ
レーション企画。

取組の概要 取組を始めた動機・課題

解決に向けた具体策と成果

企業規模：中小企業／業種：製造業／地域：県西地域

おきなわSDGsパートナーとかながわSDGsパートナ
ーの県をまたいだSDGsパートナー同士のパートナ
ーシップで取り組めた。

児童養護施設のリフォーム支援に加え、端材壁紙
の再利用もできた。



５７．アートで地域を盛り上げよう！（株式会社デコリア）

該当するSDGs目標
（３つまで）

小田原フラワーガーデンのイベントを告知する看板
を小田原城北工業高校デザイン科の生徒たちが製作
。

看板の素材には㈱デコリアの端材壁紙を再利用した
。出来上がった看板を最寄り駅である伊豆箱根鉄道
大雄山線の飯田岡駅ホームに展示するという取組。

コロナ禍で発表の機会を失っていた高校生達に、活躍
の場を与えてあげたいと地元企業３社が協力して企画
した。今年で３年目３回目の実施となり恒例のイベン
トに成長している。

デザイン製作を通してクライアントニーズを実現す
るプロセスを学ぶデザイナーの職業体験の場となっ
た。また、イベントを通して地元企業の交流がうま
れ地域活性化につながった。

取組の概要 取組を始めた動機・課題

解決に向けた具体策と成果

企業規模：中小企業／業種：製造業／地域：県西地域


